事　務　執　行　概　要
環境保全課
企画推進グループ

１　総務事務について

　　室の一般庶務事項を掌るとともに、室内の諸給与、室の物品購入事務、室業務の連絡調整等に関する事務を行い事務事業の適正な執行に努めた。

２　企画調整について

　　議会対応、府への要望対応、条例等の改正、各種照会等に関し、室内、関係他課及び関係機関との調整等を行い、その円滑な処理に努めた。

環境計画グループ

１　大気汚染防止実施計画の推進

｢2030大阪府環境総合計画｣(令和３年３月)及び「大阪府自動車NOx･PM総量削減計画」（平成25年６月）に掲げた大気汚染に係る環境保全目標を維持達成するため、次の諸事業を総合的に実施した。

(1) 大気汚染防止対策

「2030大阪府環境総合計画｣に基づき、大気汚染物質に係る環境保全目標を維持・達成するため、微小粒子状物質（PM2.5）や光化学オキシダント等について、常時監視データにより府域の実態を把握するとともに、地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所と連携して、PM2.5の構成成分の分析結果等を用いた解析による発生源寄与割合の推計などを行った。

(2) 光化学スモッグの緊急時対策

大気汚染防止法及び生活環境の保全等に関する条例に基づき、光化学スモッグ予報等の発令が行われた場合に備え、次の対策を講じた。

NOXに係る緊急時対象工場（130工場・事業場※）に対しては、予め光化学スモッグ注意報等の発令時における原燃料の使用量、排出ガス量又は窒素酸化物排出量の減少計画を提出させ、緊急時の減少措置についての指導を行った。

また、VOCに係る緊急時対象工場（52工場・事業場）に対して、光化学スモッグ発令時等に削減対策や排出抑制の徹底を求め、実施対応について対策状況調査を行った。

	NOXに係る緊急時対象工場

（130工場・事業場※）
	措置の内容

	特別対象工場（10工場）

重油換算原燃料使用量

40ｋｌ／時以上
	発令時における原燃料の使用量、排出ガス量又は窒素酸化物排出量を右のとおり減少する
	予報

注意報
	通常時の20％以上

	
	
	警報

重大緊急警報
	通常時の40%以上

	一般対象工場（120工場・
事業場）

重油換算原燃料使用量

２ｋｌ／時以上

40ｋｌ／時未満
	同上
	注意報

警報
	通常時の20％以上

	
	
	重大緊急警報
	通常時の40%以上


※緊急時の措置等の適用が除外される6工場・事業場を除く。
大気汚染防止計画推進事業費（旅費、消耗需用費）　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	226
	226

	
	決算額
	0
	0
	0
	191
	191

	５
	予算額
	0
	0
	0
	179
	179

	
	決算額
	0
	0
	0
	137
	137

	６
	予算額
	0
	0
	0
	196
	196

	
	決算額
	0
	0
	0
	137
	137


根拠法令：大気汚染防止法

２　水質総量削減計画の推進

大阪湾の水質改善を図るため、化学的酸素要求量、窒素含有量及びりん含有量に係る発生汚濁負荷量の削減を目的とした「豊かな大阪湾」保全・再生・創出プラン（水質汚濁防止法に基づく総量削減計画）の進捗状況の把握等を行う調査を、次のとおり実施した。

（1）発生負荷量管理等調査

　　総量削減計画の進捗状況の把握及び負荷量削減対策の検討に資するため、府域におけるCOD等の発生負荷量算定基礎情報を発生源別に調査した。

水質汚濁防止計画推進事業費（旅費、消耗需用費）　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	56
	56

	
	決算額
	0
	0
	0
	55
	55

	５
	予算額
	0
	0
	0
	56
	56

	
	決算額
	0
	0
	0
	47
	47

	６
	予算額
	0
	0
	0
	60
	60

	
	決算額
	0
	0
	0
	47
	47


根拠法令：水質汚濁防止法

３　瀬戸内海の環境の保全に関する大阪府計画の推進

「豊かな大阪湾」保全・再生・創出プラン（瀬戸内海の環境の保全に関する大阪府計画）に基づき、次のとおり実施した。
(1) 「豊かな大阪湾」保全・再生・創出活動推進事業

大阪湾の環境保全活動を活性化するため、モデル事業を実施し、その内容等に基づきノウハウ集を作成・公開した。
「豊かな大阪湾」保全・再生・創出活動推進事業費（委託料、報酬、旅費）　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	５
	予算額
	0
	0
	6,746
	0
	6,746

	
	決算額
	0
	0
	5,847
	0
	5,847

	６
	予算額
	0
	0
	5,621
	0
	5,621

	
	決算額
	0
	0
	5,621
	0
	5,621


(2) 「豊かな大阪湾」の創出に向けた環境改善・創出活動支援事業
　　環境省の「令和の里海づくり」モデル事業を活用し、大阪湾奥部における干潟の保全・再生活動や生き物生息場の創出等の取組みを実施した。
「豊かな大阪湾」の創出に向けた環境改善・創出活動支援事業費（委託料）　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	５
	予算額
	0
	0
	5,000
	0
	5,000

	
	決算額
	0
	0
	1,616
	0
	1,616

	６
	予算額
	0
	0
	0
	0
	0

	
	決算額
	0
	0
	0
	0
	0


(3) 大阪湾奥部ブルーカーボン生態系創出支援事業
民間企業等の藻場創出等への参加を促進するため、湾奥部において創出のポテンシャルが高い適地やその環境に合わせた効果的な創出手法をとりまとめ、簡易な藻場創出手法の効果検証を行った。また、ブルーカーボン生態系の重要性や大阪湾における取組みに対する理解促進のための啓発動画等を作成した。
大阪湾奥部ブルーカーボン生態系創出支援事業（委託料）　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	６
	予算額
	0
	0
	7,600
	0
	7,600

	
	決算額
	0
	0
	7,600
	0
	7,600


(4) 万博会場周辺海域ブルーカーボン生態系創出事業
万博会場周辺海域の護岸において藻場の創出に取り組む民間事業者等を公募し、その事業に係る費用の一部を補助するととともに、その効果把握等のための調査を実施した。
万博会場周辺海域ブルーカーボン生態系創出事業（補助金、委託料、報酬、旅費）　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	６
	予算額
	0
	0
	0
	16,072
	16,072

	
	決算額
	0
	0
	0
	13,487
	13,487


４　水質汚濁防止に係る対策の実施

水質汚濁防止法第16条第１項に基づく公共用水域及び地下水の水質測定計画について、令和７年１月の大阪府環境審議会の答申を踏まえ、令和７年度の測定計画を作成した。また、水質汚濁防止法第三条第三項の規定により排水基準を定める条例及び大阪府生活環境の保全等に関する条例に基づく排水基準の設定について水質部会において審議を行った。
５　自然海浜保全地区の指定及び環境整備等

府内に残されている貴重な自然海浜を保全し、その適切な利用を図るため、大阪府自然海浜保全地区条例第５条第１項の規定により、昭和58年11月21日に岬町の長松自然海浜保全地区及び小島自然海浜保全地区を指定している。

これらの自然海浜保全地区の良好な環境の保持と府民の利用環境の整備等を図るため、現地確認及び水質調査（年２回）を行うとともに、令和３年８月に発生した小島自然海浜保全地区でのがけ崩れ対応のため、利用者への注意喚起を目的に通行不可掲示板等を設置した。また、岬町が同地区で行う清掃について、補助金を交付した。
補助金交付先：泉南郡岬町　(1,175,000円)

自然海浜保全事業（旅費、看板作成の工事請負費及び清掃活動への補助金）　　　　　　　　（千円）

	年　度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	1,429
	1,429

	
	決算額
	0
	0
	0
	1,429
	1,429

	５
	予算額
	0
	0
	0
	1,457
	1,457

	
	決算額
	0
	0
	0
	1,396
	1,396

	６
	予算額
	0
	0
	0
	1,431
	1,431

	
	決算額
	0
	0
	0
	1,175
	1,175


根拠法令：瀬戸内海環境保全特別措置法、大阪府自然海浜保全地区条例

６　海岸漂着物等対策事業の推進※
　海岸漂着物処理推進法に基づき、令和３年３月に「おおさか海ごみゼロプラン」（大阪府海岸漂着物等対策推進地域計画）を策定し、関係者の役割分担・相互協力のもとで大阪湾の海岸漂着物等の回収・処理や啓発活動に取り組んでいる。
国の海岸漂着物処理推進事業（国庫補助事業）を活用した取組みを、次のとおり実施した。

※水産課実施事業費を除く
(1) 大阪湾への流入ごみ等の組成調査

大阪府内における河川ごみ等の実態を把握するため、府内１か所でごみ組成調査を実施した。

　     　 業 務 名：令和６年度大阪湾への流入ごみ等の組成調査業務
委託期間：令和６年11月7日～令和７年３月７日
　　　　 委 託 先：復建調査設計株式会社　大阪支社（委託料770,000円）
(2) 河川におけるマイクロプラスチック実態把握調査
府内河川におけるマイクロプラスチックの実態を把握するため、府内５か所でマイクロプラスチックの調査を実施した。
業務名：令和６年度河川におけるマイクロプラスチック実態把握調査業務
委託期間：令和６年12月２日～令和７年３月17日
委託先：株式会社ピリカ（委託料3,887,512円）

（3）市町村が行う海岸漂着物等対策事業への補助の実施
市町村が行う海岸漂着物等の回収・処理や発生抑制の取組みに対して、補助金を交付した。
補助金交付先：大阪市　(18,514,000円) 
（千円）
	年　度
	
	財　源　内　訳
	合計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	16,308
	0
	0
	1,168
	17,476

	
	決算額
	16,037
	0
	0
	1,168
	17,205

	５
	予算額
	21,295
	0
	0
	1,461
	22,756

	
	決算額
	17,536
	0
	0
	1,202
	18,738

	６
	予算額
	21,774
	0
	0
	1,398
	23,172

	
	決算額
	21,774
	0
	0
	1,398
	23,172


根拠法令：海岸漂着物処理推進法

７　各種協議会等への参画

　　大阪湾の等閉鎖性海域の水質保全を目的とした各種協議会に参画し、大阪湾及び瀬戸内海の水質保全対策に係る関係機関との連携と協議会等が行う事業の推進を図った。

・（公益社団法人）瀬戸内海環境保全協会
負担金　　840,000円

・瀬戸内海環境保全知事･市長会議　　負担金　　225,000円

・大阪湾環境保全協議会

負担金　　150,000円

各種協議会負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	
	（公社）瀬戸内海環境保全協会
	瀬戸内海環境保全知事･市長会議
	大阪湾環境保全

協議会
	合計

	４
	840
	225
	150
	1,215

	５
	840
	225
	150
	1,215

	６
	840
	225
	150
	1,215


８　大阪湾大規模油等流出事故対策

大阪湾で大規模な油等汚染事件が発生した際、迅速に適切な対応が行えるよう、関係機関との「大阪湾における大規模油等流出事故等の環境保全に係る通報連絡体制」（夜間、休日含む。）を整備した。

根拠法令等：瀬戸内海環境保全特別措置法、「油等汚染事件への準備及び対応のための国家的な緊急時計画」閣議決定（平成18年12月）

９　ダイオキシン類汚染対策の推進

　　ダイオキシン類対策特別措置法に基づく常時監視の結果、環境基準を超過した寝屋川、左門殿川、三箇牧水路において、地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所及び関係市と連携し、汚染原因の究明のための追跡調査を実施した。

根拠法令：ダイオキシン類対策特別措置法
10　大阪府自動車NOX･PM総量削減計画の推進

自動車から排出される窒素酸化物（NOx）及び粒子状物質（PM）の総量を削減し、二酸化窒素（NO2）及び浮遊粒子状物質（SPM）の環境基準を継続的・安定的に確保するため、令和６年３月に策定した「大阪府自動車NOx・PM総量削減計画〔第４次〕」に基づく事業を行った。

○ 総量削減計画の進行管理

総量削減計画の的確な進行管理及び自動車から排出されるNOx 及びPMの削減対策を推進するため、環境省から委託を受け、令和５年度における大阪府内の自動車交通量、走行量、自動車排出ガス量や濃度予測評価、各種対策の削減効果量の算定及び信号交差点におけるNOx の簡易測定調査を行った。
1 会議の開催状況
大阪府自動車排出窒素酸化物及び粒子状物質総量削減計画策定協議会の開催

・総量削減計画進行管理検討部会（令和７年２月７日　開催）

・幹事会（令和７年３月10日　書面開催）
②　委託事業

・総量削減計画（自動車NOX ･PM）進行管理調査業務
委託期間：令和６年７月23日～令和７年３月７日

委託金額：10,450,000円

委 託 先：株式会社数理計画
　　　・信号交差点における窒素酸化物簡易測定業務
委託期間：令和６年11月14日～令和７年３月７日

委託金額：704,000円

委 託 先：グリーンブルー株式会社

・二酸化窒素濃度等測定調査業務
委託期間：令和６年４月26日～令和７年３月14日

委託金額：2,024,000円

委 託 先：ユーロフィン日本環境株式会社

（委託料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	年　度
	
	財　源　内　訳
	合　計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	2,827
	0
	0
	3,279
	6,106

	
	決算額
	2,827
	0
	0
	1,914
	4,741

	５
	予算額
	11,968
	0
	0
	3,610
	15,578

	
	決算額
	11,198
	0
	0
	2,280
	13,478

	６
	予算額
	11,154
	0
	0
	2,024
	13,178

	
	決算額
	11,154
	0
	0
	2,024
	13,178


根拠法令：自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関する特別措置法（自動車NOx・PM法）

11　大阪自動車環境対策推進会議の運営

自動車公害対策や地球温暖化対策を推進するため、大阪府、大阪市、堺市、大阪府警察本部、近畿運輸局等の行政機関及び経済団体等で構成する「大阪自動車環境対策推進会議」において、府民に対する啓発、おおさか交通エコチャレンジ推進運動などの活動を行った。

(1)　会議の開催状況

総会（令和６年７月２６日書面開催）
・令和５年度活動報告及び令和６年度活動計画の審議　等
(2)　活動状況

1 啓　発

市町村の環境イベント等において、エコドライブシミュレーターを使った啓発を行ったほか、イベントなどでリーフレット・ポスター等を配布・掲示することにより、エコドライブの実践やエコカーの使用等について啓発を行った。

2 おおさか交通エコチャレンジ推進運動　

自ら率先して、「公共交通機関利用の推進」、「エコカー使用等の推進」、「エコドライブの推進」といった環境に配慮した自動車利用を実践している府内事業者を「おおさか交通エコチャレンジ宣言事業者」として登録した。また、すぐれた取組みを行った事業者をホームページで紹介した。

	年度
	登録事業者数

	４
	101

	５
	113

	６
	121


12　天然ガス自動車等の普及啓発に向けた共同事業

大阪ガス（株式会社）との共同事業により、燃料供給施設の安全性の理解促進と天然ガス自動車及び燃料電池自動車の普及促進を図った。

北大阪流通業務団地充填所

設置時期：天然ガススタンド　平成８年４月

水素ステーション　平成27年４月

設置場所：茨木市宮島２－４－８

敷地面積：1731.34㎡　

事業内容：メールマガジン「おおさか自動車環境ニュース」の配信：年13回
（令和７年３月末、登録者数1,991人）

13　エコドライブの推進

(1)　講習会等の実施
「エコドライブ」への取組みを促進するため、府内市町村や事業者等を対象にエコドライブシミュレーターの貸出や講習会を実施した。

1 エコドライブシミュレーター貸出（対象者：市町村、事業者）
	年度
	貸出回数
	参加者数

	４
	7
	288

	５
	8
	196

	６
	10
	287


2 エコドライブ講習会（対象者：府･市町村職員、事業者）
	年度
	開催回数
	参加者数

	４
	２
	28

	５
	２
	24

	６
	２
	41


(2)　安全運転管理者講習会でのリーフレット配布

（一般財団法人）大阪府交通安全協会が実施する安全運転管理者等法定講習を受講する事業者にエコドライブ等の自動車環境対策の取組みを促すリーフレットを配布した。
	年度
	配布枚数

	４
	21,126

	５
	22,392

	６
	22,828


14　法･条例等に基づく事業者に対する指導等

(1)　自動車使用管理計画書・実績報告書

自動車NOx･PM法に基づき、30台以上の自動車（白ナンバー）を使用する特定事業者に対し、低公害車の導入や車両走行量の削減に取り組むための管理計画書（計画期間：５年毎）や毎年度の実績報告書の提出を求め、その取組みについて指導・助言した。

○特定事業者数　　　　（単位：社）

	年度
	事業者数

	４
	457

	５
	450

	６
	457


根拠法令：自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関する特別措置法（自動車NOx･PM法）
(2)　アイドリングの規制

大阪府生活環境の保全等に関する条例に基づき、駐車時におけるアイドリングの停止について、啓発ポスター・リーフレットの配布等を通じて、その周知及び遵守の徹底を図った。

根拠法令：大阪府生活環境の保全等に関する条例

(3)　グリーン配送の届出等

本庁、出先機関及び警察本部で購入する物品を業者が納品するときには、原則として低公害車などを使用する「グリーン配送」を実施しており、その届出や変更届を受け付けた。

○大阪府グリーン配送適合車届出台数累計

（単位:台）

	年度
	累計

	４
	13,860

	５
	14,143

	６
	15,121


根拠法令等：大阪府グリーン配送実施要綱
環境審査グループ

１　環境影響評価制度の運営等
　　規模が大きく環境影響の程度が著しいものとなるおそれのある事業について、環境の保全について適正な配慮がなされることを確保するため、「環境影響評価法」及び「大阪府環境影響評価条例」に基づき審査等の手続きを実施した。

　　令和６年度における審査等の手続きの概要は次のとおりである。

○環境影響評価法に基づく事業
　　　　・（仮称）阪南港北部公有水面埋立事業【配慮書】
　　　　　　Ｒ６．12．20　　令和６年度第３回環境影響評価審査会（諮問）

Ｒ７．２．27　　令和６年度第４回環境影響評価審査会（答申）

○大阪府環境影響評価条例に基づく事業
・大栄環境株式会社和泉エネルギープラザ整備事業【準備書】
Ｒ６．５．30　　令和６年度第１回環境影響評価審査会（回答）
　　　　・泉佐野市田尻町清掃施設組合新ごみ処理施設整備事業【準備書】及び
　　　　（株）タカハシ カレットセンター水走工場新設事業【準備書】
　　　　　　Ｒ６．９．12　　令和６年度第２回環境影響評価審査会（照会）

Ｒ６．12．20　　令和６年度第３回環境影響評価審査会（回答）
    ○事後調査報告書等について縦覧に供した事業

(要綱対象事業)

　  ・大阪湾圏域広域処理場整備事業(泉大津市)

（法対象事業）

· 大阪港新島地区埋立事業及び大阪沖埋立処分場建設事業

· 淀川左岸線延伸部

（条例対象事業）

· 東部大阪都市計画都市高速鉄道京阪電気鉄道京阪本線（寝屋川市・枚方市）
２　大阪湾圏域広域処理場整備事業に係る大阪府域環境保全協議会の運営

（1）大阪湾圏域広域処理場整備事業(フェニックス事業)に係る大阪府域環境保全協議会の概要

　　　　目　　的　　府域におけるフェニックス事業の実施に関し、地域住民の生活環境の保全を図る 

　　　　設置時期　　平成元年７月

　　　　業務内容　　・事業者（大阪湾広域臨海環境整備センター）が立案する環境監視計画等環境監視方法に関する指導

　　　　　　　　　　・事業者が行った環境監視の結果に関する評価

　　　　　　　　　　・事業者が立案する環境保全対策に関する指導

　　　　対象施設　　　府域におけるフェニックス事業に係る埋立処分場及び積出基地

　　　　構成員　　　大阪府、大阪市、堺市及び泉大津市等の環境部局等で構成

　（2）活動状況（会議開催状況等）

Ｒ６．11．26  事業者がとりまとめた泉大津沖処分場、大阪沖処分場に関する事後調査結果（令和５年度）を公開した。
Ｒ６．12．３  大阪湾圏域広域処理場整備事業に係る大阪府域環境保全協議会を開催し、事業者が行った環境監視結果（令和５年度）の内容を評価した協議会報告書(案)について検討を行った。

Ｒ６．12．10　協議会報告書（令和５年度）を公開した｡
３　大阪府廃棄物処理施設等の設置に係る生活環境影響評価審議会の運営
　　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく産業廃棄物処理施設の設置、変更時に事業者が実施する生活環境影響調査及び「土壌汚染対策法」に基づく汚染土壌処理施設の設置、変更に係る事前協議に関する事項について、専門的知識を有する者の意見を聴くため、大阪府廃棄物処理施設等の設置に係る生活環境影響評価審議会（平成24年11月１日設置）を運営している。

令和６年度の審議会の開催はなかった。

申請件数　　　 令和４年度　　 ０件
令和５年度　　 ０件
令和６年度　　 ０件

審議会の開催　 令和４年度　　 ０回
令和５年度　　 ０回
令和６年度　　 ０回

４　大阪府公害審査会について

大阪府公害審査会は、知事の附属機関として、公害に係る紛争についての調停を行った。

(1)　公害審査会議の開催

公害審査会議の全体会議を２回（令和６年７月10日、11月５日）開催した。

(2)　調停委員会の開催

公害審査会は、調停委員会を設置して事件の処理にあたっている。

令和６年度の調停委員会の活動状況は、前年度からの繰越しの事件７件及び当年度に受け付けた４件の計11件の事件について調停の手続きを進め、５件が終結した。

	番号
	事　　　件　　　名
	手 続 回 数
	結　果
	終結日付

	１（繰越）
	平成６年(調)第５号(淀川左岸線等道路公害)事件
	２回
	係　属
	－

	２
	令和４年（調）第２号（大阪市通所介護施設騒音振動被害）事件
	１回
	打切
	Ｒ6.5.27

	３
	令和４年（調）第６号（門真市介護保険施設騒音被害）事件
	２回
	成立
	Ｒ6.6.24

	４（繰越）
	令和４年（調）第８号（交野市エアコン室外機騒音被害）事件
	４回
	係属
	－

	５
	令和５年（調）第２号（東大阪市金属加工工場粉じん被害）事件
	２回
	打切
	Ｒ6.6.11

	６
	令和６年（調）第１号（豊中市工事車両騒音振動被害）事件
	５回
	成　立
	Ｒ6.12.4

	７（繰越）
	令和６年（調）第２号（大阪市発電機騒音悪臭被害）事件
	４回
	係属
	－

	８（繰越）
	令和６年（調）第３号（岸和田市駐車場騒音粉じん被害）事件
	３回
	係属
	－

	９
	令和６年（調）第４号（島本町工事騒音振動被害）事件
	２回
	打切
	Ｒ7.2.5

	10
	令和７年（調）第１号（泉南市トラック騒音被害）事件
	０回
	新規
	－

	11
	令和７年（調）第２号（堺市金属加工工場騒音等被害）事件
	０回
	新規
	－

	根拠法令：公害紛争処理法


５　公害苦情調査

公害等調整委員会から依頼を受けた公害苦情調査（令和５年度）を関係他課及び府内43市町村を対象に実施した。

　　　　　　　　　公害苦情件数　　4,632件（うち新規受理件数　3,938件）

根拠法令：公害等調整委員会設置法

６　公害防止事務費交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　大阪府生活環境の保全等に関する条例等に基づく事務の処理に伴う経費として、府内43市町村に対して交付金を交付した。
（千円）

	年　度
	区　分
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	51,679
	51,679

	
	決算額
	0
	0
	0
	51,679
	51,679

	５
	予算額
	0
	0
	0
	51,918
	51,918

	
	決算額
	0
	0
	0
	51,918
	51,918

	６
	予算額
	0
	0
	0
	51,918
	51,918

	
	決算額
	0
	0
	0
	51,918
	51,918


根拠法令等： 大気汚染防止法、水質汚濁防止法、悪臭防止法、瀬戸内海環境保全特別措置法

ダイオキシン類対策特別措置法、大阪府生活環境の保全等に関する条例、
大阪版地方分権推進制度実施要綱

　　　　　　　　　

７　大阪版権限移譲事務費交付金

　　大阪版地方分権推進制度実施要綱に基づく事務移譲（大気、ダイオキシン、水質、指定物質、土壌汚染、騒音、振動、騒音環境基準、PRTR、悪臭、特定工場及び深夜営業に係るもの）に伴う財源措置として、26市９町１村に交付金を交付した。

（千円）

	年　度
	区　分
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国　庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	88,216
	88,216

	
	決算額
	0
	0
	0
	54,211
	54,211

	５
	予算額
	0
	0
	0
	89,281
	89,281

	
	決算額
	0
	0
	0
	55,047
	55,047

	６
	予算額
	0
	0
	0
	87,956
	87,956

	
	決算額
	0
	0
	0
	53,670
	53,670


根拠法令等： 大気汚染防止法、ダイオキシン類対策特別措置法、水質汚濁防止法、悪臭防止法

瀬戸内海環境保全特別措置法、土壌汚染対策法、騒音規制法、振動規制法
環境基本法

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律

大阪府生活環境の保全等に関する条例、大阪版地方分権推進制度実施要綱
環境監視グループ
１　大気汚染の常時監視

大気環境等常時監視システムにより、大気汚染防止法第20条及び第22条から第24条までの規定により、大気汚染状況の常時監視、緊急時措置、公表を行うほか、大気汚染防止対策に資するため、大気汚染状況の把握及び解析を行った。大気環境等常時監視システムの構成は、下図のとおりである。

大気環境等常時監視システムの構成（令和７年３月31日現在）
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（1）大気汚染状況の常時監視

環境大気の汚染状況を常時監視するため、大阪府所管27測定局（国設２局を含む。）及び市所管62測定局（大阪市22局、堺市15局、豊中市３局、吹田市４局、高槻市４局、枚方市５局、八尾市４局、東大阪市３局、寝屋川市２局）における測定データ（速報値）を府市間の協定に基づきオンライン収集した。

これらのオンライン収集データは、オキシダント緊急時措置（光化学スモッグ発令業務）などの速報性を要する業務に活用した。

（2）大阪府地域大気汚染常時監視測定データの集約

府内の大気汚染状況をより的確に把握するため、市所管測定局の測定データ（確定値）を定期的に収集し、常時監視システム内に構築した「大阪府地域大気汚染常時監視測定データファイル」に府所管測定局のデータとともに収録した。収録したデータは、各種集計及び統計処理を行い、大気環境保全対策の基礎資料として活用した。

○　収録総局数 95局（府所管27局､15市所管68局）

（3）大気汚染状況に関する情報発信

ウェブページ「大阪府の大気情報」からインターネットを通じて、府内の大気汚染測定局の測定データ（速報値）、光化学スモッグ発令状況、微小粒子状物質(PM2.5)に係る注意喚起状況、過去の常時監視結果等を公表するとともに、環境省大気汚染物質広域監視システム（そらまめくん）に測定データ（速報値）を提供し、大気汚染状況に関する情報発信に努めた。

（4）大気環境等常時監視システムの整備運用

大気環境等常時監視システムによる監視業務を適正に実施するため、システムの維持管理、機能向上を実施した。

○　大阪府大気環境等常時監視システムクラウド構築運用等業務
・契約期間：令和３年５月６日～令和９年２月28日

※構築業務は令和４年３月31日まで

委託金額：61,050,000 円（令和６年度：9,792,420 円）
委託先：グリーンブルー株式会社

○　令和６年度大気環境等常時監視システム機能維持に係るソフトウェア更新業務
・契約期間：令和６年12月27日～令和７年３月13日

委託金額：1,734,700 円

委託先：グリーンブルー株式会社
（5）大気汚染測定機器の維持管理

大気汚染測定局において精度の高い測定データを入手するため、適切に測定機器の維持管理を実施した。

〇　大気汚染常時監視測定局の保守管理等業務
・契約期間：令和６年１月１日～令和８年12月31日（長期継続契約）
委託金額：192,445,000円
令和６年度
64,148,359円
（国設大阪大気環境測定所保守管理業務4,612,476 円、国設四條畷自動車環境測定所保守管理業務4,612,476 円及び微小粒子状物質計保守管理業務5,878,461 円を含む。）
委託先：環境計測株式会社　大阪事業所
（6）機器の整備等
測定値の精度維持を図るため、老朽化した測定機器等（２台）を更新した。

・窒素酸化物自動測定機　　　　１台（南海団地局）

・浮遊粒子状物質自動測定機　　１台（カモドールMBS局）
老朽化し、使用できなくなった測定機器等を廃棄処分した。
○　令和６年度大阪府大気汚染自動測定機等の産業廃棄物処理委託業務

・契約期間：令和７年３月24日～令和７年３月31日
委託金額：75,570 円

委託先：有限会社新垣商店

（7）国設大気環境測定所の管理

国設大気環境測定所について、前年度に引き続き測定機器の管理運営委託事業を環境省から受託し、以下のような管理運営を行うとともに、光化学スモッグ予報・注意報等発令判断のためのデータとして利用した。

○　国設大気環境測定所（大阪合同庁舎２号館別館内）では、二酸化窒素などの大気汚染物質のほか、気象項目など合わせて13項目の測定を実施した。
・契約期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

受託金額：5,237,974円（契約金額）

受託先：環境省

○　測定機器の保守点検業務の一部は、(5) の委託で実施した。

（8）国設四條畷自動車交通環境測定所の管理

国設四條畷自動車交通環境測定所について、前年度に引き続き測定機器の管理運営委託事業を環境省から受託し、以下のような管理運営を実施した。

○　国設四條畷自動車交通環境測定所では、二酸化窒素などの大気汚染物質のほか、交通量など合わせて11項目の測定を実施した。

・契約期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

受託金額：6,574,025円（契約金額）

受託先：環境省

○　測定機器の保守点検業務の一部は、(5) の委託で実施した。

（9）微小粒子状物質監視（PM2.5）
大気中の微小粒子状物質の常時監視を行うとともに、原因物質の排出状況、大気中の挙動や二次生成機構の解明等を行うため、１地点で質量濃度、無機元素30項目、イオン成分８項目、炭素成分２項目等について成分分析を行った。

○　成分分析調査

試料採取は、下記業者に委託し、分析は地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所が運営交付金に基づく業務として実施した。

・令和６年度微小粒子状物質成分分析試料採取業務

契約期間：令和６年４月18日～令和７年３月12日
委託金額：3,168,000 円

委 託 先：環境計測株式会社大阪事業所

○　PM2.5の注意喚起

令和６年度は、国の暫定指針値（日平均値70μg/m3）を超える日はなく注意喚起は行わなかった。
（10）有害大気汚染物質モニタリング

府内６か所の大気汚染常時監視測定局において、ベンゼン等有害大気汚染物質（22物質）の調査を毎月行った。試料採取を下記業者に委託し、分析は地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所が運営交付金に基づく業務として実施した。
・令和６年度有害大気汚染物質モニタリング試料採取業務

契約期間：令和６年４月10日～令和７年３月19日

委託金額：8,943,000 円

委 託 先：一般財団法人 関西環境管理技術センター

（11）石綿環境モニタリング調査及び大気汚染測定局アスベスト大気環境調査
老朽化した建築物の解体時の飛散等により大気中の濃度が高くなることが懸念される石綿（アスベスト）について、大気中濃度を経年的に監視し、対策に資するため、府内４か所において調査を実施した。

また、天井等に石綿（アスベスト）を使用している大阪府所管の大気汚染測定局舎内外において、大気中の石綿（アスベスト）の濃度を測定した。

　　　　・令和６年度石綿環境モニタリング調査及び大気汚染測定局アスベスト大気環境調査
契約期間：令和６年８月29日～令和７年２月28日

委託金額：378,400 円

委 託 先：株式会社サン・テクノス

（12）予算

大気汚染常時監視費

国設環境測定所管理費

有害大気汚染物質等モニタリング事業費
大気汚染自動測定機整備事業費
（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	10,150
	0
	1,026
	120,633
	131,809

	
	決算額
	9,690
	0
	1,000
	117,447
	128,137

	５
	予算額
	10,931
	0
	0
	140,856
	151,787

	
	決算額
	10,167
	0
	0
	134,105
	144,272

	６
	予算額
	11,826
	0
	0
	105,930
	117,756

	
	決算額
	11,682
	0
	0
	102,671
	114,352


根拠法令：大気汚染防止法、大阪府生活環境の保全等に関する条例

２　大気汚染緊急時措置
大気汚染防止法第23条並びに大阪府生活環境の保全等に関する条例第45条及び第46条に規定する緊急時措置について、大阪府大気汚染緊急時対策実施要綱に基づくオキシダント緊急時（光化学スモッグ）対策実施要領により発令等の業務を実施した。

過去５年間の発令状況等は次のとおりである。
（1）光化学スモッグ予報等の発令

	        区分
 年度
	予　報
	注意報
	警　報
	重大緊急
警　　報
	被 害 の
訴 え 数

	２
	５
	４
	０
	０
	０件　０人

	３
	３
	１
	０
	０
	０件　０人

	４
	１
	１
	０
	０
	０件　０人

	５
	５
	４
	０
	０
	０件　０人

	６
	６
	３
	０
	０
	０件　０人


（2）その他の発令

硫黄酸化物、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、一酸化炭素の注意報等の発令はなかった。

３　水環境の常時監視
（1）公共用水域及び地下水の水質常時監視

水質汚濁防止法第15条及び第16条の規定に基づき、「2024年度公共用水域及び地下水の水質測定計画」に従って、近畿地方整備局及び政令市と連携して府内の公共用水域及び地下水の水質測定を行った。

また、大阪府環境審議会の答申を受けて「2025年度公共用水域及び地下水の水質測定計画」を作成した。
1 公共用水域常時監視

府内の河川及び海域の水質・底質について関係機関と連携して以下のとおり監視を実施した。

ア　水質測定地点

河　川：57地点（環境基準点38地点で毎月、環境基準点４地点及び準基準点15地点で年４回）

海　域：大阪湾海域（環境基準点15地点で毎月）

イ　底質測定地点

河　川：９地点（環境基準点９地点で年１回）

海　域：大阪湾海域（環境基準点４地点及び準基準点１地点で年２回）
調査期間：令和６年８月、令和７年２月

・大和川水域以北河川
契約期間：令和６年４月10日～令和７年３月31日

委託金額：21,072,700 円
委 託 先：一般財団法人関西環境管理技術センター

・泉州諸河川
契約期間：令和６年４月８日～令和７年３月31日
委託金額：18,667,000 円

委 託 先：株式会社総合水研究所

・海域
契約期間：令和６年４月８日～令和７年３月31日
委託金額：21,670,000 円

委 託 先：いであ株式会社
※海域分については、広域総合水質調査事業

に係る試料分析等委託費（別掲）を含む。

公共用水域常時監視費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	52,140
	52,140

	
	決算額
	0
	0
	0
	52,076
	52,076

	５
	予算額
	0
	0
	0
	53,986
	53,986

	
	決算額
	0
	0
	0
	53,962
	53,962

	６
	予算額
	0
	0
	0
	63,612
	63,612

	
	決算額
	0
	0
	0
	59,542
	59,542


根拠法令：水質汚濁防止法、大阪府生活環境の保全等に関する条例

2 地下水質常時監視

府内の地下水の有害物質による汚染状況を監視するため、関係機関と連携して概況調査（ローリング方式※）を年１回、継続監視調査を年１～２回行った。

有害物質を検出した地区については、汚染井戸周辺地区調査を実施した。
※地域をメッシュ等に分割し、測定地点が偏在しないように毎年度調査区域を選定して順次調査する方式
ア　概況調査（ローリング方式）

調査地点：20地点

分析項目：環境基準項目28項目及びpH

調査期間：令和６年９月～10月

イ　継続監視調査

調査地点：35地点

分析項目：鉛、砒素、総水銀、揮発性有機化合物､硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、

ふっ素、ほう素及びpH

調査期間：令和６年９～11月、令和７年１月～２月
ウ　汚染井戸周辺地区調査等　※事務は化学物質対策グループで実施
調査地点：11地点

分析項目：pH、浮遊物質量、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素、ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ、電気伝導率
調査期間：令和６年４月～令和７年３月
・地下水質常時監視（概況調査及び継続監視調査）
契約期間：令和６年８月15日～令和７年３月24日
委託金額：2,961,200 円
委 託 先：株式会社エルエフ関西
・汚染井戸周辺地区調査等
契約期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

委託金額：15,510 円
委 託 先：エスク株式会社
　　　　・汚染井戸周辺地区調査（PFOS、PFOA）
　　　　　　契約期間：令和6年11月26日～令和7年3月31日
　　　　　　委託金額：319,840円
　　　　　　委 託 先：帝人エコ・サイエンス株式会社 茨木事業所

地下水質常時監視費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	3,769
	3,769

	
	決算額
	0
	0
	0
	3,543
	3,543

	５
	予算額
	0
	0
	0
	3,803
	3,803

	
	決算額
	0
	0
	0
	3,068
	3,068

	６
	予算額
	0
	0
	0
	4,570
	4,570

	
	決算額
	0
	0
	0
	3,760
	3,760


根拠法令：水質汚濁防止法、大阪府生活環境の保全等に関する条例

（2）国庫委託に係る事業（広域総合水質調査）

環境省からの委託を受け、瀬戸内海の水質汚濁防止対策に資するため、関係府県とともに、広域的かつ統一的に大阪湾の水質汚濁及び富栄養化の実態調査を行った。

調査地点：水質７地点（年４回）、底質２地点（年２回）

調査項目：pH、COD、全窒素、全りん、マクロベントス等

調査期間：令和６年５月～令和７年２月

契約期間：令和６年４月１日～令和７年３月14日
委託金額：2,000,416 円
委 託 先：いであ株式会社
※(1)①公共用水域常時監視（海域）の一部
広域総合水質調査事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	2,002
	0
	0
	0
	2,002

	
	決算額
	2,001
	0
	0
	0
	2,001

	５
	予算額
	2,002
	0
	0
	0
	2,002

	
	決算額
	2,001
	0
	0
	0
	2,001

	６
	予算額
	2,002
	0
	0
	0
	2,002

	
	決算額
	2,001
	0
	0
	0
	2,001


根拠法令：水質汚濁防止法、瀬戸内海環境保全特別措置法

４　ダイオキシン類の常時監視
ダイオキシン類対策特別措置法第26条の規定に基づき、府内の汚染状況について把握するため、以下のとおり、ダイオキシン類の常時監視を行った。

（1）大気

府内６地点において年２回、一般環境大気中のダイオキシン類の測定を行った。

調査期間：令和６年８月、令和７年１月

契約期間：令和６年５月17日～令和７年３月19日
委託金額：2,090,000 円
委 託 先：株式会社日本総合科学　大阪支所
（2）河川
府内河川20地点において水質年２回、底質年１回のダイオキシン類の測定を行った。

調査期間：令和６年７月、令和６年10月
契約期間：令和６年６月４日～令和７年３月５日
委託金額：6,600,000 円
委 託 先：株式会社日本総合科学　大阪支所
（3）海域

海域５地点において水質、底質各年１回のダイオキシン類の測定を行った。

調査期間：令和６年11月

契約期間：令和６年９月20日～令和７年２月21日
委託金額：1,463,000 円*
委 託 先：株式会社日本総合科学　大阪支所
(*化学物質環境実態調査に係る試料採取業務:148,500 円含む)
（4）地下水質・土壌

府内地下水質６地点及び土壌６地点において年１回、ダイオキシン類の測定を行った。

調査期間：令和６年11月

契約期間：令和６年８月21日～令和７年３月17日
委託金額：1,430,000 円
委 託 先：株式会社日本総合科学　大阪支所
ダイオキシン類常時監視事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	0
	11,312
	11,312

	
	決算額
	0
	0
	0
	11,312
	11,312

	５
	予算額
	0
	0
	0
	11,074
	11,074

	
	決算額
	0
	0
	0
	11,074
	11,074

	６
	予算額
	0
	0
	0
	12,610
	12,610

	
	決算額
	0
	0
	0
	11,513
	11,513


根拠法令：ダイオキシン類対策特別措置法 

５　環境データ「見る」「知る」「活かす」推進事業
環境データからの学びを日々の生活に役立ててもらえるよう、民間団体が主催するイベント等に大気汚染常時監視測定結果をはじめとした環境データの提供等を行った。

スマートシティ戦略部が令和６年１月に公開した大阪府ダッシュボードのうち、環境分野のコンテンツ「大気・公共用水域常時監視測定結果」を作成し、グラフやマップを用い、HP上でわかりやすく情報発信した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	年度
	
	財　源　内　訳
	合　　計

	
	
	国庫
	地方債
	その他
	一般財源
	

	４
	予算額
	0
	0
	1,026
	0
	1,026

	
	決算額
	0
	0
	1,000
	0
	1,000

	５
	予算額
	0
	0
	0
	0
	0

	
	決算額
	0
	0
	0
	0
	0

	６
	予算額
	0
	0
	0
	0
	0

	
	決算額
	0
	0
	0
	0
	0


　　根拠法令：大阪府環境基本条例

